
 

科目番号 6 

授業科目名： 

英語の歴史 

 

講義日： 

8月25日（土） 

9月1日（土） 

単位数： 

1単位 

担当教員名： 

柴田 良孝 

担当形態： 単独 

科 目 教科に関する科目（中学校 英語） 

施行規則に定める科目区分 英語学 

授業の到達目標及びテーマ  

「中学校の英語指導において必要な英語の歴史的変遷について学び、英語授業への応用について考える。」 

到達目標  

(1) 中学校の英語指導において必要な英語の歴史的変遷に関する基礎的知識について、理解したことの要点

をまとめ、自分の考えを伝えることができる。 

(2) 英語の歴史について学んだ事柄をどのように自分の英語指導に活かすことができるかについて

具体的な提案をすることができる。 

授業の概要  

中学校の英語指導において必要な英語の歴史的変遷についての基礎的知識を得るため、英語の音声、綴

り、語彙、文法等に関する特徴を英語史的視点から学ぶ。特に、古英語、中英語についてはそれぞれの原

典に当たって、歴史的知識を深める。さらに英語がどのような経緯を経て、現在、国際共通語としての役

割を果たすようになったのかについても考察する。本授業は英語の歴史に関する基礎的な知識を高めるた

めの講義と英語の歴史に関する調べ学習も含んだ演習によって実施される。 

授業計画（各回90分） 

第1回：１．本講座のガイダンス、２．英語の歴史区分、３．英語の祖先 

第2回：４．英語の歴史 （１）古英語  

第3回：（２）中英語 

第4回：（３－１）近代英語－近代英語初期 

第5回：（３－２）近代英語―アメリカ英語 

第6回：５．古英語原典 Beowulf の講読 

第7回：６．中英語原典 The Canterbury Tales の講読 

第8回：７．国際共通語としての英語、 ８．記述試験 

テキスト：配付資料を用いる。 

参考書・参考資料等  

中尾俊夫『英語の歴史』講談社現代新書 

寺澤盾 『英語の歴史』中公新書 

村野井仁（編）『コア・カリキュラム準拠 小学校英語教育の基礎知識』（大修館書店） 

学生に対する評価   

到達目標（1）に係わる記述試験（英語の音声、綴り、語彙、文法等の歴史）70％ 

到達目標（2）に係わる記述試験（「指導における英語の歴史の活用の可能性」）30％ 


